
薬をケースにセットして、 
　　飲んだら締めるだけ 

（薬の種類ごとに専用ケースとなります）

特許番号 
第6501332号服薬支援デバイス 

製品のメリット

患者のメリット

医療現場のメリット

①自社製品使用の継続性の向上 
②独占的実施による他社との差別化 

③治験における服薬の正確性の向上 
④薬剤のリアルタイムの消費者、場所および消費量を把握できる 
④オプトインで得られる患者情報 
⑤データ解析から薬剤の有効性を自社で評価が可能

①飲み忘れを予防できる 
②アプリと連動する事で自分で健康管理が可能 

③薬剤情報を受けとる事が可能

①服薬状況の把握 
②電子カルテとの連動も可 

③ウェアラブル端末との連携

飲み忘れがあった際には、自動でスマホへ通知
を行うことで、サポートができる。

治験など服薬したことをリアルタイムで管理す
ることで、曖昧な申告情報を詳細かつ信頼性の
高いものにすることができる。
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